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に ほんぶん か かいほう よ あ まえ
日本文化開放の夜明け前

さわ とも え
沢 知恵

かんこく に ほん ご
「韓国では日本語でうたっちゃいけないの？」

だいたん
わかっていたら、大胆にもライブをしたかどうか。

ねん はじ かんこく わたし
９６年に初めて韓国でライブをすることになり、私は

わたし はんぶん くに さい さい
あわてました。私の半分の国であり、２歳から６歳

く かんこく
まで暮らした韓国でうたってみたい。それがしだいに、

おお
大ごとになっていったのです。

に ほんじん ぜんれい せい ふ
日本人によるライブそのものも前例がないから政府

しんせい ひつよう に ほん ご おおさわ
への申請が必要だわ、日本語でうたえないわで大騒ぎ。

す あが いま あと ひ
すでにポスターも刷り上り、今さら後には引けなくな

はん かんが もともと に
り、半べそをかきながら考えました。とりあえず元々日

ほん ご さく し さっきょく かんこく ご やく
本語で作詞、作曲したうたを韓国語に訳してみよう、と。

ことば し ほんやく あじ お かく ご うえ
詞や詩の翻訳は、味が落ちることを覚悟の上でやら

き たい
なければなりません。まったく期待しないで、いやい

はじ ふ し ぎ わたし
や始めました。ところが不思議なことに、私のつくっ

かんこく ご ほんやく あじ お
たうたは、韓国語に翻訳しても味が落ちないんです。

ほんにん い うそ かんこくじん
本人が言うとどうも嘘っぽいですね。でも韓国人がみ

かんこく ご
なくちをそろえて、「そのうたはもともと韓国語でつ

い しん ひと
くったんでしょ」と言うのです。信じられない人は、

わたし ほんとう
私のCDをきいてみてください。本当なんです。

わたし はなうた からだ なか つむ
つまり、私が鼻唄のようにして体の中から紡ぎだ

む い しき けっ か に ほん ご
すメロディーは、無意識のうちに、結果として日本語

かんこく ご だいじょう ぶ
と韓国語のどちらでも大丈夫なようになっていったの

き かんげき
です。気がついたときには感激しました。ソウルでの

はつ わたし どうどう かんこく ご えい ご
初ライブで、私は堂々と韓国語と英語だけでうたい、

かんきゃく ちょくせつ
観客と直接コミュニケーションをとることができまし

ば
た。それはそれはあたたかい「場」でした。

ねん すうかい かんこく かさ に
それから年に数回、韓国でライブを重ねるうちに、日

ほん かんこく かんけい きゅう そく に ほんぶん か かいほう
本と韓国の関係が急速によくなり、日本文化の開放が、

だんかいてき おこな ちか しょうらい
段階的にではありますが行われています。近い将来、

かんこく てん に ほん ご なら ぜんこく えんちょう
韓国のCD店に日本語のCDが並び、全国ツアーの延長

ぷ さん こうえん か しゅ ふ
で釜山やソウルで公演する歌手も増えることでしょう。

すうねん に ほんぶん か かいほう か と き に ほん
ところで、この数年の日本文化開放過渡期に、日本

ご し く はっ く
語でうたうことができないことで四苦八苦したわけで

わたし かんしゃ
すが、私はそのことにむしろ感謝しています。もし

に ほん ご きん し じょうけん わたし
日本語禁止という条件がなければ、私はあれほどま

かんこく ご む あ
でに韓国語と向かい合うことはなかったでしょう。お

かんこく ご い ぜん
かげで韓国語が以前よりずっとうまくなったばかりか、

たい い しき するど ひょうげん
ことばに対する意識が鋭くなり、表現とイデオロギー

かんが
について考えるようにもなりました。

ぶん か てき か
文化的なことはあせらず、ゆっくりと変わってゆく

ほう なに けいざい
方がよいのではないでしょうか。何もかもが経済でく

せ よ なか た ど
くられて急かされる世の中にあって、立ち止まってか

たいせつ おも か しゅ
みしめるゆとりの大切さを思わされます。 （歌手）

２０００年９月発行 ISSN 1343-2524

第３８号
発行・編集 国際交流基金

日本語国際センター
編集協力 国際文化交流推進協会

1




